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１ 指定理由

日光国立公園尾瀬地域は、福島県、栃木県、群馬県及び新潟県の県境に位置し、只見川の源

流部にあたる尾瀬沼、尾瀬ヶ原の一帯と、それをとりまく燧ヶ岳、至仏山などの山岳地によっ

て構成されている。尾瀬沼は燧ヶ岳の噴火により堰き止められて出来た沼であり、周囲には大

江湿原などの湿原が発達し、沼から湿原への遷移の過程を示している。約760haの規模を有す

る尾瀬ヶ原は、我が国を代表する山地湿原であり、湿原の中の拠水林、池塘など特徴的な景観

を有している。これらは優れた原始的景観を有するとともに学術的にも極めて貴重な湿原地帯

であり、ミズバショウ、ニッコウキスゲなど数多くの植物の生育地となっている。また、至仏

山は蛇紋岩山地であり、オゼソウなど多くの希少植物を産することで知られている。

尾瀬地域から北部の会津駒ヶ岳及び東部の帝釈山、田代山に至る地域には、山地帯のブナ林

と亜高山帯のオオシラビソ林に被われた標高2,000ｍ内外の山々が連なり、自然性の高い森林

景観を呈している。会津駒ヶ岳山頂から中門岳及び大戸沢岳にかけての稜線には多数の池塘を

含む山地湿原が発達し、その周辺にはハクサンコザクラ、イワイチョウなどからなる雪田草原

が広がっている。田代山の山頂部には約20haの湿原が発達しており、オオシラビソの自然林に

囲まれた天上の湿原として特異な景観を呈している。

これらの地域は、景観の連続性、植生等の自然環境の同一性及び利用の一体性を有するとと

もに、一の国立公園たり得る規模を有している。一方、隣接する日光国立公園日光地域とは、

地形、植生、景観の面及び利用状況の面から異なる性格を有する地域であるといえる。

このため、当該地域を新たに一つの国立公園として指定し、当該地域の風致景観の維持と適

正な利用の推進を図るものである。

２ 地域の概要

(1) 景観の特性

ア 地形、地質

我が国を代表する典型的な山地湿原でありかつ本州最大の面積（760ha）を有する尾瀬ヶ

原と、火山堰止湖である尾瀬沼（180ha）を中心に、大江湿原、アヤメ平等の成因及び規模

の異なる湿原を、燧ヶ岳（2,356ｍ）や至仏山（2,228ｍ）等、2,000ｍ級の山々が取り囲ん

でいる。また、尾瀬沼及び尾瀬ヶ原一帯を源とした只見川は、平滑の滝、三条の滝等の瀑布

景観を形成している。

北部には会津駒ヶ岳（2,133ｍ）、東部には黒岩山（2,163ｍ）、帝釈山（2,060ｍ）、田代山

（1,971ｍ）等、それぞれ2,000ｍ級の山稜が連続している。

イ 植 生

本地域のうち、日光国立公園尾瀬地域には、海抜約1,000ｍから2,360ｍまでの間にブナを

中心とした山地帯、オオシラビソ、トウヒ、ダケカンバ等が生育する亜高山帯及びハイマツ

の生育する高山帯が見られるほか、地形や気候等の影響による湿原植生、拠水林、お花畑等

が見られる。

また、その北部の会津駒ヶ岳周辺、東部の黒岩山、帝釈山、田代山周辺には、ブナを中心

とする山地帯、オオシラビソを主体とする亜高山帯、山頂部の湿原植生等、日光国立公園尾

瀬地域と共通性の高い植生が見られる。
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本地域は、北方系／南方系、太平洋型／日本海型の接点にあたり、シダ植物以上の高等植

物にあっては、国内確認種の１割強にあたる116科938種が確認されているなど、多様な植物

相が形成されている。また、固有種等も多様であり、「原産植物」（尾瀬で初めて見つけられ

た植物）が19科42種類、「特産種」（尾瀬でしか見られない植物）が10科19種類が生育してい

る。

ウ 野生動物

本地域は、北方系／南方系、太平洋型／日本海型の接点に位置することから、植物同様、

多様な動物相が形成されており、ツキノワグマ、カモシカ等の大型哺乳類が見られる。

エ 人文その他の特殊景観

檜枝岐村と片品村戸倉地区は、尾瀬を挟み会津街道（沼田～会津若松）の途中に位置し、

戸倉に関所が設けられていた。この街道を利用して、昔から旅人の往還があり、江戸時代に

は米や酒などの物資の交易もあった。

(2) 利用の現況

本地域の利用は、自然探勝、登山及びハイキングを目的とするものが中心である。一般の利

用は５月中旬から10月下旬までのほぼ完全な三季型になっており、なかでも春のミズバショウ

の季節、旧盆を中心にした夏休み期間及び紅葉の季節への集中が著しい。

日光国立公園尾瀬地域の年間利用者数は、平成２～７年度まで50万人台前半で推移、平成８

年度には過去最大の64万人を記録したが、その後減少が続き、近年では30万人台前半で推移し

ている。

尾瀬ヶ原及び尾瀬沼周辺への主な入山口は６カ所あるが、このうち尾瀬ヶ原への入山口であ

る鳩待峠からの入山者数が全入山者数の５割強、尾瀬沼への入山口である沼山峠からの入山者

数が３割弱となっており、尾瀬ヶ原と尾瀬沼へのアクセスが容易な両入山口からの利用が大半

を占めている。

(3) 社会経済的背景

ア 土地所有別

国有地 20,312 ha、 公有地 184 ha、 民有地 16,704 ha

イ 人口及び産業

本地域に係る市村の人口は、福島県南会津町（うち旧舘岩村）：2,219人、同県檜枝岐村：

705人、栃木県日光市（うち旧栗山村）：1,933人、群馬県片品村：5,480人、新潟県魚沼市：

43,554人（いずれも平成17年国勢調査値）であるが、公園区域内の定住人口はごくわずかで

ある。

産業の基盤は農林業であるが、観光依存度が高い。
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ウ 権利制限関係

(ア) 保安林

（国有林）

種 類 位 置 重複面積 指定年月日

水源かん養 福島県南会津郡南会津町地内 712 ha 昭46･ 3･29

福島県南会津郡檜枝岐村地内 14,414 ha 昭37･ 3･15

昭46･ 3･29

栃木県日光市地内 1,141 ha 昭31･12･18

群馬県利根郡片品村地内 1,266 ha 昭37･ 5･22

新潟県魚沼市地内 1,155 ha 昭36･12･13

土砂流出防備 福島県南会津郡南会津町地内 334 ha 昭37･ 3･15

福島県南会津郡檜枝岐村地内 1,112 ha 昭37･ 3･15

（民有林）

種 類 位 置 重複面積 指定年月日

水源かん養 福島県南会津郡南会津町地内 312 ha 昭34･ 3･23

福島県南会津郡檜枝岐村地内 5 ha 平13･ 6･21

群馬県利根郡片品村地内 10,124 ha 明39･ 9･14

昭27･ 5･28

昭30･ 2･14

昭32･ 8･27

昭43･ 3･30

昭45･ 5･ 6

昭46･ 1･ 9

なだれ防止 福島県南会津郡檜枝岐村地内 6 ha 昭48･ 8･14

保 健（兼種） 群馬県利根郡片品村地内 5,658 ha 昭58･11･18

(イ) 鳥獣保護区

名 称 位 置 重複面積 指定年月日

（うち特別保護地区）

田代山（県指定） 福島県南会津郡南会津町地内 487 ha 昭48･11･ 1

(35 ha)

奥只見（県指定） 福島県南会津郡檜枝岐村地内 3,054 ha 平 9･11･ 1

(0 ha)

駒ヶ岳（県指定） 福島県南会津郡檜枝岐村地内 367 ha 昭47･11･ 1

(137 ha)

尾 瀬（県指定） 福島県南会津郡檜枝岐村地内 6,378 ha 昭56･11･ 1

(2,200 ha)

尾 瀬（県指定） 群馬県利根郡片品村内 10,590 ha 昭56･11･14

(0 ha)

湯之谷村奥只見湖 新潟県魚沼市地内 1,156 ha 昭48･11･ 1

（県指定） (322 ha)

(ウ) 史跡名勝天然記念物

名 称 位 置 指定年月日

尾 瀬 福島県南会津郡檜枝岐村、群馬県利根郡片品村、 昭35･ 6･ 1

（国指定・特別天然記念物） 新潟県北魚沼郡湯之谷村（現魚沼市）の各地内

3



３　公園区域

　尾瀬国立公園の区域を次のとおりとする。

（表１：公園区域表）

都道府県名 区　　　域

南会津郡南会津町内
国有林会津森林管理署南会津支署
1030林班の全部及び1022林班の一部

南会津郡南会津町
大字宮里及び大字湯ノ花の各一部 1,373

南会津郡檜枝岐村内
国有林会津森林管理署南会津支署
1042林班、1046林班、1048林班、1060林班から1063林班ま
で、1101林班及び1102林班の全部並びに1039林班から1041
林班まで、1045林班、1047林班、1059林班、1103林班、
1106林班から1108林班まで、1110-Ⅶ林班及び1110-Ⅷ林班
の各一部

南会津郡檜枝岐村
字駒ヶ岳及び字燧ヶ岳の各一部 15,867

小計 17,240

日光市内
国有林日光森林管理署
31林班、32林班、35林班及び36林班の各一部 1,147

小計 1,147

利根郡片品村内
国有林利根沼田森林管理署
62林班の全部

利根郡片品村
大字戸倉の一部 17,657

小計 17,657

魚沼市内
国有林中越森林管理署
276林班及び277林班の全部 1,156

小計 1,156

37,200合　　　　　　　　　計

面　積(ha)

福島県

栃木県

群馬県

新潟県
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１ 基本方針

日光国立公園尾瀬地域は、昭和９年に日光国立公園の一部として指定されて以降、昭和13年

に特別地域の指定、昭和28年に特別保護地区の指定が行われたほか、全面的な計画の見直しは

一度も行われていない。

一方、近年の国民の自然環境保全や自然とのふれあいに対する意識の高まりに呼応して、国

立公園にあってもその果たすべき役割を、より幅広く、またよりきめ細かなものにしていくこ

とが求められている。

このため、本公園が保有する自然的、文化的資源の現況を踏まえながら、その保全と適切な

利用の推進を図るため、以下の方針により公園計画を定めることとする。なお、日光国立公園

尾瀬地域として指定されている地域に係る公園計画についても、全面的な見直しを行った。

(1) 規制計画

ア 保護規制計画

(ア) 特別保護地区

・尾瀬沼及び尾瀬ヶ原を中心とする日光国立公園尾瀬地域の特別保護地区は、現状のとおり

特別保護地区として厳正な保護を図る。

・燧ヶ岳の北面に点在する湿原と周囲の自然林は、特別保護地区として厳正な保護を図る。

・会津駒ヶ岳及び田代山の山頂部等の湿原、雪田群落、袖沢上流部の多様性に富む森林植生

等、特徴的な景観を構成している地域は、特別保護地区として厳正な保護を図る。

(イ) 第１種特別地域

・特別保護地区周辺にあって、特別保護地区と一体となった景観を構成している優れた原生

的森林や稜線部等の地域は、第１種特別地域とする。

(ウ) 第２種特別地域

・利用上重要な車道沿線や主要な利用地点の周囲、並びに良好な状態で維持された自然林は、

第２種特別地域とする。

(エ) 第３種特別地域

・人工林を主体とした地域は、第３種特別地域とする。

(オ) 指定湖沼等

・当該地域の景観の核心をなす尾瀬沼及び尾瀬ヶ原を厳正に保護するため、指定湖沼及び指

定湿原とする。

(2) 施設計画

ア 保護施設計画

・過去の過度な利用やニホンジカの食害等によって生じたと考えられる湿原・高山植生等の

損傷箇所については、植生復元施設を位置づけ、適切な保護と復元を図る。

イ 利用施設計画

(ア) 集団施設地区

・日光国立公園尾瀬地域の公園計画において計画された集団施設地区は、計画決定以降見直

し等は行われておらず、管理に支障を来していることから、利用の実態や必要性等の観点

から、指定の解除、区域の明確化等を行う。
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・御池は、尾瀬沼や尾瀬ヶ原への入山拠点であり、既に宿舎等の利用施設が集約的に整備さ

れている。また、マイカー規制の基点となっており、適正な利用を図る上での拠点として

重要な地区である。これらのことから、集団施設地区として維持し、適切な整備方針を定

める。

・尾瀬沼は、利用動線及び利用実態から見て重要な拠点であり、今後とも宿舎等の利用施設

が必要とされているため、集団施設地区として維持し、適切な整備方針等を定める。

・山ノ鼻は、主に鳩待峠からの入山者にとって重要な利用動線であり、宿舎等の利用施設が

最小限必要とされていることから、集団施設地区として維持し、適切な整備方針等を定め

る。

(イ) 単独施設

・利用実態から見て必要である施設又は現存し公園利用に用いられている施設について、事

業実施の可能性や整備による風致景観への支障のないことを確認の上でふさわしい種別の

計画を位置づける。

・なお、日光国立公園尾瀬地域の公園計画において位置づけがある施設であっても、必要性

や事業化の可能性が低いものについては、今回計画での位置づけは行わない。

(ウ) 車 道

・入山口等までのアプローチとして現存し、利用されている車道を位置づける。

・なお、日光国立公園尾瀬地域の公園計画において位置づけがある車道であっても、必要性

や事業化の可能性が低いものについては、今回計画での位置づけは行わない。

(エ) 歩 道

・登山道や散策路として現存し、利用されている歩道を位置づける。

・なお、日光国立公園尾瀬地域の公園計画において位置づけがある歩道であっても、必要性

や事業化の可能性が低いものについては、今回計画での位置づけは行わない。
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２　規制計画

(1) 保護規制計画

ア　特別地域

次の区域を特別地域とする。

（表２：特別地域総括表）

都道府県名 区　　　域

南会津郡南会津町内
国有林会津森林管理署南会津支署
1030林班の全部及び1022林班の一部

南会津郡南会津町
大字宮里及び大字湯ノ花の各一部 1,373

南会津郡檜枝岐村内
国有林会津森林管理署南会津支署
1042林班、1046林班、1048林班、1060林班から1063林班
まで、1101林班及び1102林班の全部並びに1039林班から
1041林班まで、1045林班、1047林班、1059林班、1103林
班、1106林班から1108林班まで、1110-Ⅶ林班及び1110-
Ⅷ林班の各一部

南会津郡檜枝岐村
字駒ヶ岳及び字燧ヶ岳の各一部 15,867

小計 17,240

日光市内
国有林日光森林管理署
31林班、32林班、35林班及び36林班の各一部 1,147

小計 1,147

利根郡片品村内
国有林利根沼田森林管理署
62林班の全部

利根郡片品村
大字戸倉の一部 17,657

小計 17,657

魚沼市内
国有林中越森林管理署
276林班及び277林班の全部 1,156

小計 1,156

37,200

面　積(ha)

合　　　　　　　　　計

福島県

栃木県

群馬県

新潟県
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(ｱ) 特別保護地区

特別地域のうち、次の区域を特別保護地区とする。

（表３：特別保護地区総括表）

都道府県名 区　　　域

南会津郡南会津町内
国有林会津森林管理署南会津支署
1030林班の一部

南会津郡南会津町
大字湯ノ花の一部 20

南会津郡檜枝岐村内
国有林会津森林管理署南会津支署
1063林班の全部並びに1059林班、1062林班、1101林班、
1102林班、1107林班、1110-Ⅶ林班及び1110-Ⅷ林班の各
一部

南会津郡檜枝岐村
字燧ヶ岳の一部 2,783

小計 2,803

利根郡片品村
大字戸倉の一部 6,261

小計 6,261

魚沼市内
　 国有林中越森林管理署
   277林班の一部

322

小計 322

9,386

a

合　　　　　　　　　計

面　積(ha)

福島県

群馬県

新潟県
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（表４：特別保護地区内訳表）

名　称 区　　　域

福島県南会津郡檜枝岐村内

国有林会津森林管理署南会津支署

1059林班、1107林班、1110-Ⅶ林班及び1110-Ⅷ林班の各一部

福島県南会津郡檜枝岐村内

国有林会津森林管理署南会津支署

1063林班の全部並びに1062林班、1101林班及び1102林班の各一部

福島県南会津郡檜枝岐村

字燧ヶ岳の一部

群馬県利根郡片品村

大字戸倉の一部

新潟県魚沼市内

国有林中越森林管理署

277林班の一部

福島県南会津郡南会津町内

国有林会津森林管理署南会津支署

1030林班の一部

福島県南会津郡南会津町

大字湯ノ花の一部

合　　　　　　　　　計

会津駒ヶ岳山頂部

尾瀬ヶ原、尾瀬沼及
び燧ヶ岳山頂部

田代山山頂部
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地区の概要

国 169

169 公 0

私 0

国 2,936

9,197 公 0

私 6,261

国 9

20 公 0

私 11

国 3,114
9,386 公 0

私 6,272

　尾瀬ヶ原と尾瀬沼は、それぞれ我が国を代表する山地湿原、山地湖沼であ
り、周囲の燧ヶ岳、至仏山等の山稜と併せ、本公園の傑出した自然景観の核
心をなす地区である。
　また、至仏山山頂部には雪田植生をはじめとする大規模な高山植生の景
観、燧ヶ岳北面には大小様々な傾斜湿原群と亜高山帯針葉樹林の織りなす景
観など、極めて自然性の高い景観が形成されている。
　これらのことから、特に厳重に景観の維持を図るべき地区である。

面積(ha)

　会津駒ヶ岳山頂から中門岳にかけての稜線部東側及び同山頂から大戸沢岳
にかけての南側斜面には広く雪田草原が発達しており、ハクサンコザクラ、
ミヤマキンポウゲ等の高山植物や、ノビタキ、クジャクチョウ、ウラギン
ヒョウモン、オオルリボシヤンマ等の湿原特有の動物が見られる。また、遅
くまで雪の残る斜面や凹地には、イワイチョウ、ショウジョウスゲを標徴種
とするイワイチョウ群落が見られ、周辺とは異なった特異な景観を呈してい
る。この区域の雪田草原は、我が国における亜高山帯から高山帯下部にかけ
ての湿原植生の特徴を示すものとして、発達した多数の池塘と併せ、景観的
に極めて貴重である。
　これらのことから、特に厳重に景観の維持を図るべき地区である。

　田代山山頂部に形成された約20haの高層湿原は、単一の台地上の傾斜湿原
としては、世界的にも稀な存在であるとされる。湿原としての発達度も高
く、高層湿原の極相的群落であるチャミズゴケ群落が見られる。また、山頂
の湿原を埋め尽くすキンコウカの大群落も規模の面から見て特筆すべきもの
である。動物では、イトトンボ類、カオジロトンボ、ルリボシヤンマ等のト
ンボ類が豊富に見られる。
　これらのことから、特に厳重に景観の維持を図るべき地区である。

15



16



(ｲ) 第１種特別地域

次の区域を第１種特別地域とする。

（表５：第１種特別地域総括表）

都道府県名 区　　　域

南会津郡南会津町内
国有林会津森林管理署南会津支署
1030林班の一部 223

南会津郡檜枝岐村内
国有林会津森林管理署南会津支署
1039林班から1042林班まで、1045林班、1046林班、1048
林班、1059林班、1060林班、1062林班、1102林班、1106
林班、1107林班及び1110-Ⅷ林班の各一部 3,716

小計 3,939

日光市内
国有林日光森林管理署
31林班、32林班、35林班及び36林班の各一部 404

小計 404

利根郡片品村
大字戸倉の一部

1,865

小計 1,865

6,208

面　積(ha)

合　　　　　　　　　計

福島県

栃木県

群馬県
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（表６：第１種特別地域内訳表）

名　称 区　　　域

福島県南会津郡檜枝岐村内

国有林会津森林管理署南会津支署

1059林班、1060林班、1106林班、1107林班及び1110-Ⅷ林班の各一
部

福島県南会津郡檜枝岐村内

国有林会津森林管理署南会津支署

1102林班の一部

福島県南会津郡南会津町内

国有林会津森林管理署南会津支署

1030林班の一部

福島県南会津郡檜枝岐村内

国有林会津森林管理署南会津支署

1039林班から1042林班まで、1045林班、1046林班、1048林班及び
1062林班の各一部

栃木県日光市内

国有林日光森林管理署

31林班、32林班、35林班及び36林班の各一部

群馬県利根郡片品村

大字戸倉の一部

群馬県利根郡片品村

大字戸倉の一部

合　　　　　　　　　計

尾瀬ヶ原南部

悪沢岳及び笠ヶ岳東
麓

田代・帝釈山稜線部
及び燧ヶ岳東麓

会津駒ヶ岳北東部及
び南部

燧ヶ岳北西麓
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地区の概要

国 1,459

1,459 公 0

私 0

国 255

255 公 0

私 0

国 2,629

2,629 公 0

私 0

国 0

1,367 公 0

私 1,367

国 0

498 公 0

私 498

国 4,343
6,208 公 0

私 1,865

　本公園の中心となる尾瀬ヶ原及び尾瀬沼の南部に位置し、オオシラビソを
主体とする自然性の高い樹林が分布し、尾瀬ヶ原及び尾瀬沼の背景としての
一体となった景観を構成している。
　これらのことから、現在の景観を極力保護することが必要な地域である。

　悪沢岳南斜面及び笠ヶ岳東斜面には、オオシラビソを主体とする自然性の
高い森林が分布し、尾瀬ヶ原及び尾瀬沼の背景として一体となった景観を構
成している。
　これらのことから、現在の景観を極力保護することが必要な地域である。

　帝釈山、台倉高山、孫兵衛山、黒岩山、赤安山を結ぶ稜線一帯は積雪によ
る影響が少ないため、自然性の高いオオシラビソ群落が山稜まで分布してい
る。また、急傾斜地ではコメツガ亜群集、尾根部ではクロベ－シャクナゲ群
集、緩傾斜地や土壌の厚いところではカニコウモリ亜群集といった多様な下
層植生が見られる。帝釈山から黒岩山にかけての林床には、１属１種の日本
固有種であるオサバグサが高密度に生育し、分布範囲の面からも特筆すべき
群落である。動物では、カモシカ、メボソムシクイ、キクイタダキ、トホシ
カミキリ等に代表される多種多様な野生動物が生息している。
　また、燧ヶ岳北西部から沼山峠にかけての稜線部も広くオオシラビソ群落
が分布し、長池にはミズバショウやリュウキンカなどの湿性植生が生育して
おり、針葉樹林に囲まれた湿原の織りなす神秘的な風致が見られる。
　これらのことから、現在の景観を極力保護することが必要な地域である。

　一帯はオオシラビソ群落が分布し、季節風と積雪の影響により矮化した特
徴的な森林景観が見られるほか、斜面部には矮性化したミヤマナラを主とし
た自然低木群落が発達している。また、カモシカ、ヤマネ、オコジョ等の希
少性の高い種をはじめ、多様な野生動物が生息するなど良好な自然環境を有
している。
　これらのことから、現在の景観を極力保護することが必要な地域である。

面積(ha)

　燧ヶ岳北西斜面の標高約1,500～2,000mにはオオシラビソを主とした亜高
山帯針葉樹林が広く分布し、発達した森林景観を形成している。また、カモ
シカ、ツキノワグマ、ヤマネをはじめとする多様な野生動物が生息する貴重
な生態系を有している。
　これらのことから、現在の景観を極力保護することが必要な地域である。
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(ｳ) 第２種特別地域

次の区域を第２種特別地域とする。

（表７：第２種特別地域総括表）

都道府県名 区　　　域

南会津郡南会津町内
国有林会津森林管理署南会津支署
1022林班及び1030林班の各一部

南会津郡南会津町
大字宮里及び大字湯ノ花の各一部 1,130

南会津郡檜枝岐村内
国有林会津森林管理署南会津支署
1061林班の全部並びに1039林班から1042林班まで、1045
林班から1048林班まで、1059林班、1060林班、1062林
班、1101林班から1103林班まで、1106林班から1108林班
まで及び1110-Ⅶ林班の各一部

南会津郡檜枝岐村
字燧ヶ岳の一部 9,184

小計 10,314

日光市内
国有林日光森林管理署
31林班、32林班、35林班及び36林班の各一部 743

小計 743

利根郡片品村内
国有林利根沼田森林管理署
62林班の全部

利根郡片品村
大字戸倉の一部 4,032

小計 4,032

魚沼市内
国有林中越森林管理署
276林班の全部及び277林班の一部 834

小計 834

15,923合　　　　　　　　　計

群馬県

新潟県

面　積(ha)

福島県

栃木県
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（表８：第２種特別地域内訳表）

名　称 区　　　域

福島県南会津郡檜枝岐村内

国有林会津森林管理署南会津支署

1061林班の全部並びに1047林班、1059林班、1060林班、1062林班、
1103林班、1106林班、1107林班、1108林班及び1110-Ⅶ林班の各一
部

福島県南会津郡檜枝岐村

字燧ヶ岳の一部

福島県南会津郡檜枝岐村内

国有林会津森林管理署南会津支署

1101林班及び1102林班の各一部

新潟県魚沼市内

国有林中越森林管理署

276林班の全部及び277林班の一部

福島県南会津郡南会津町内

国有林会津森林管理署南会津支署

1022林班及び1030林班の各一部

福島県南会津郡南会津町

大字宮里及び大字湯ノ花の各一部

福島県南会津郡檜枝岐村内

国有林会津森林管理署南会津支署

1039林班から1041林班まで及び1042林班の各一部

栃木県日光市内

国有林日光森林管理署

31林班、32林班、35林班及び36林班の各一部

福島県南会津郡檜枝岐村内

国有林会津森林管理署南会津支署

1045林班、1046林班及び1048林班の各一部

大江山東部

会津駒ヶ岳山麓及び
御池・橅平

燧ヶ岳北西麓及び松
嵓高山北東部

田代・帝釈山山麓
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地区の概要

国 5,857

5,857 公 0

私 0

国 1,749

1,749 公 0

私 0

国 2,735

3,048 公 0

私 313

国 1,231

1,231 公 0

私 0

　松嵓高山北東部一帯の標高1,600m以上の区域では亜高山帯針葉樹林であ
るオオシラビソ群落が、松嵓沢及びドロ沢流域の斜面部には矮性化したミ
ヤマナラを主とした自然低木群落が発達し、気候傾度や地形傾度に応じた
植生の変化が顕著である。また、燧ヶ岳北西麓の標高900ｍ～1,500ｍには
林床にチシマザサが繁茂する典型的な日本海型ブナ林が、その他の地域に
も極めて良好な状態で残されたブナやトチノキの原生的な森林景観が見ら
れるほか、林床にはカタクリ、イワウチワ、ショウキラン等が多数生育し
ている。さらに、シボ沢沿いにはトチの大径木からなる群落や落差50mの渋
沢大滝付近にあるヒカリゴケなど、渓流地帯も含めて多様性に富んだ自然
景観が見られる。野生動物では、カモシカ、ヤマネ、ハチクマ等が生息す
るなど、全般的に自然性の高い環境を有している。
　これらのことから、各種行為との調整を図りつつ良好な風致の維持を図
ることが必要な地域である。

　当該地区は、オオシラビソの中にコメツガ、トウヒなどが豊富に混交
し、会津駒ヶ岳一帯とは異なる太平洋岸側の色彩が色濃い林相となってい
る。また、比較的標高の低い一帯には、気候的な極相と考えられるブナ林
が広く発達し、フガクスズムシソウなどの着生植物も見られる。動物相と
しては、カモシカ、ニホンジカ、ツキノワグマ等の大型哺乳類をはじめ、
オオイチモンジ、オオゴマシジミ等の希少性の高いチョウ類、ヒゲシロホ
ソコバネカミキリ、クルミナガタマムシ、キンヘリタマムシ等、甲虫類の
多産地としても知られており、多様性の高い生態系を有している。
　これらのことから、各種行為との調整を図りつつ良好な風致の維持を図
ることが必要な地域である。

面積(ha)

　当該地区は、オオシラビソの中にコメツガ、トウヒなどが豊富に混交
し、会津駒ヶ岳一帯とは異なる太平洋岸側の色彩が色濃い林相となってい
る。また、比較的標高の低い一帯には、気候的な極相と考えられるブナ林
が広く発達し、フガクスズムシソウなどの着生植物も見られる。動物相と
しては、カモシカ、ニホンジカ、ツキノワグマ等の大型哺乳類をはじめ、
オオイチモンジ、オオゴマシジミ等の希少性の高いチョウ類、ヒゲシロホ
ソコバネカミキリ、クルミナガタマムシ、キンヘリタマムシ等、甲虫類の
多産地としても知られており、多様性の高い生態系を有している。
　これらのことから、各種行為との調整を図りつつ良好な風致の維持を図
ることが必要な地域である。

　会津駒ヶ岳及び大杉岳周囲の山腹には、気候的な極相と考えられる日本
海型のブナ林が広く分布しており、当該地域に典型的な樹林景観が形成さ
れるほか、沢筋にはミヤマナラを主とする豪雪地帯特有の雪崩地低木群落
が見られる。カモシカ、ツキノワグマ等の大型哺乳類をはじめ、ヤマネ、
モモンガ、ハチクマ、オオイチモンジ、オオゴマシジミ等の希少性が高い
動物が確認されるほか、大津岐川上流部ではハッチョウトンボの生息も確
認されるなど、全般的に高い自然性が保たれている。
　また、燧ヶ岳北東に位置する台地（橅平）周辺も同様に、日本海型の典
型的なブナ林が広範囲に分布しており、付近の車道からは美しい新緑と黄
葉が堪能できる。また、ブナ林内には小規模な湿原や池沼が点在する神秘
的な景観が見られるほか、モーカケの滝等の大小様々な瀑布が点在し、重
要な景観資源となっている。
　これらのことから、各種行為との調整を図りつつ良好な風致の維持を図
ることが必要な地域である。
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群馬県利根郡片品村内

国有林利根沼田森林管理署

62林班の全部

群馬県利根郡片品村

大字戸倉の一部

福島県南会津郡檜枝岐村

字燧ヶ岳の一部

群馬県利根郡片品村

大字戸倉の一部

合　　　　　　　　　計

尾瀬沼

大清水、富士見、鳩
待峠、津奈木一帯

黒岩山西部
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国 1,277

2,013 公 0

私 736

国 6

6 公 0

私 0

国 0

2,019 公 0

私 2,019

国 12,855
15,923 公 0

私 3,068

　本地区は、燧ヶ岳の火山活動によって形成された山地湖沼である尾瀬沼
の畔に位置する利用拠点である。宿泊施設として長蔵小屋及び尾瀬沼
ヒュッテが整備されているほか、公園利用者に尾瀬地域の情報を提供する
博物展示施設が整備され、本公園の探勝とともに一体的な利用がなされて
いる。以上から、利用動線及び利用実態から見て重要な拠点であり、今後
とも宿舎等の利用施設が必要とされているため、集団施設地区として維持
し、適切な整備方針等を定める必要のある地域である。

　津奈木を中心としたこの区域は、ダケカンバとオオシラビソとの針広混
交林が広がり、標高1,400ｍ付近にはブナ林も広がっている。津奈木沢の出
合付近には湿原が点在し、ミズバショウやリュウキンカなど湿性植生が見
られる。また、ブナ帯より東部の低標高部にはカスミザクラ－コナラ群落
が発達し、渓流地帯も含めて多様性に富んだ植生が見られる。さらに、カ
モシカ、ツキノワグマ等の大型哺乳類をはじめとして、モモンガ、ウグイ
ス、ハコネサンショウウオ等の多種多様な野生動物が生息する貴重な生態
系を有している。
　これらのことから、各種行為との調整を図りつつ良好な風致の維持を図
ることが必要な地域である。

　標高1,700ｍ以上のオオシラビソ群落には、１属１種の日本固有種である
オサバグサが見られる。また、低標高部にはブナやミズナラなどの広葉樹
林が広く発達し、自然度の高い森林景観が見られる貴重な地域となってい
る。動物相としては、カモシカ、ツキノワグマなどの大型哺乳類や、ヤマ
ネ、モモンガ等の多様な種の生息地となっているなど、良好な自然環境を
有している。
　これらのことから、各種行為との調整を図りつつ良好な風致の維持を図
ることが必要な地域である。
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(ｴ) 第３種特別地域

次の区域を第３種特別地域とする。

（表９：第３種特別地域総括表）

都道府県名 区　　　域

南会津郡檜枝岐村
字駒ヶ岳の一部 184

小計 184

利根郡片品村
大字戸倉の一部 5,499

小計 5,499

5,683合　　　　　　　　　計

面　積(ha)

福島県

群馬県
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（表10：第３種特別地域内訳表）

名　称 区　　　域

福島県南会津郡檜枝岐村

字駒ヶ岳の一部

群馬県利根郡片品村

大字戸倉の一部

群馬県利根郡片品村

大字戸倉の一部

群馬県利根郡片品村

大字戸倉の一部

群馬県利根郡片品村

大字戸倉の一部

合　　　　　　　　　計

大行山一帯

西山北東部

檜枝岐

物見山及び燕巣山北
西部

荷鞍山南部
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地区の概要

国 0

184 公 184

私 0

国 0

2,938 公 0

私 2,938

国 0

1,323 公 0

私 1,323

国 0

720 公 0

私 720

国 0

518 公 0

私 518

国 0
5,683 公 184

私 5,499

　稜線沿いの高標高部はオオシラビソ等が生育する亜高山帯の森林景観を
呈しており、低標高部ではブナやミズナラ等の広葉樹林等が広がってい
る。本地区にはカラマツの造林地を含むが、カモシカ、ツキノワグマ、テ
ン、キツネ等多くの中・大型哺乳類の生息地として足るだけの豊かな自然
環境を有している。
　これらのことから、良好な風致の維持を図ることが必要な地域である。

面積(ha)

　ブナやミズナラ等の広葉樹林等が広がっている。本地区にはカラマツの
造林地を含むが、カモシカ、ツキノワグマ、テン、キツネ等多くの中・大
型哺乳類の生息地として足るだけの豊かな自然環境を有している。
　これらのことから、良好な風致の維持を図ることが必要な地域である。

　ブナやミズナラ等の広葉樹林等が広がっている。本地区にはカラマツの
造林地を含むが、カモシカ、ツキノワグマ、テン、キツネ等多くの中・大
型哺乳類の生息地として足るだけの豊かな自然環境を有している。
　これらのことから、良好な風致の維持を図ることが必要な地域である。

 　檜枝岐村の集落に近い標高約1,300ｍ以上の山麓地であり、ブナを主体
とする自然林のほか、地域の生活・文化と密接に関連した多様な植生が見
られる。特にこの地区のミズナラは生育が良好であり、胸高直径１ｍを超
す大径木も見られる。
　これらのことから、良好な風致の維持を図ることが必要な地域である。

　稜線沿いの高標高部はオオシラビソ等が生育する亜高山帯の森林景観を
呈しており、低標高部ではブナやミズナラ等の広葉樹林等が広がってい
る。本地区にはカラマツの造林地を含むが、カモシカ、ツキノワグマ、テ
ン、キツネ等多くの中・大型哺乳類の生息地として足るだけの豊かな自然
環境を有している。
　これらのことから、良好な風致の維持を図ることが必要な地域である。
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(ｵ) 指定湖沼及び指定湿原

汚廃水の排出の規制に係る湖沼及び湿原を次のとおりとする。

（表11：指定湖沼及び指定湿原表）

名　称 位　　　置 地域地区

尾瀬沼 福島県南会津郡檜枝岐村及び群馬県利根郡片品村内 特別保護地区

尾瀬ヶ原 福島県南会津郡檜枝岐村及び群馬県利根郡片品村内 特別保護地区

30



湖沼及び湿原の概要 面積(ha)

　燧ヶ岳の噴火によって只見川が堰き止められて誕生した我が国を代表する山地湖沼
で、標高1,665mの高地にある。周囲約６km、水深は最深部で約９m。

180

　我が国を代表する本州最大級の山地湿原で、標高約1,400mに位置し、東西約６km、南
北約１kmに及ぶ。豊富な湿性植物や池塘を有する。

760
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（表12：地域地区別土地所有別面積総括表）

国 公 私 国 公 私 国 公

土地所有別面積 2,792 0 11 3,939 0 0 10,001 0

地種区分別面積
（比率）

地域地区別面積
（比率）

地域別面積
（比率）

土地所有別面積 0 0 0 404 0 0 743 0

地種区分別面積
（比率）

地域地区別面積
（比率）

地域別面積
（比率）

土地所有別面積 0 0 6,261 0 0 1,865 1,277 0

地種区分別面積
（比率）

地域地区別面積
（比率）

地域別面積
（比率）

土地所有別面積 322 0 0 0 0 0 834 0

地種区分別面積
（比率）

地域地区別面積
（比率）

地域別面積
（比率）

土地所有別面積 3,114 0 6,272 4,343 0 1,865 12,855 0

地種区分別面積
（比率）

地域地区別面積
（比率）

地域別面積
（比率）

3,939
(22.8)

特別保護地区 第１種 第２種

地域区分

地種区分

土地所有別

福
島
県

特別地域

(16.3)
2,803

栃
木
県

0

404

(0.0)

(35.2)

(10.6)
群
馬
県

6,261

1,865

(35.5)

新
潟
県

322

0

(27.9)

(0.0)

合
計 9,386

6,208
(16.7)

(25.2)
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私 国 公 私 国 公 私 国 公 私

313 0 184 0 0 0 0 16,732 184 324

0.0

0 0 0 0 0 0 0 1,147 0 0

0.0

2,755 0 0 5,499 0 0 0 1,277 0 16,380

0.0

0 0 0 0 0 0 0 1,156 0 0

0.0

3,068 0 184 5,499 0 0 0 20,312 184 16,704

0.0

第３種

17,240 0ヶ所

10,314
(59.8)

（単位：面積ha、比率％）

普通地域
（陸域）

合　計
（陸域）

海中
公園
地区

(1.1)

(100.0)
0 17,240

(0.0) (100.0)

14,437
(83.7)

184

743

(100.0)

0
(64.8) (0.0)

0 17,657

(31.1)

1,147

5,499

(100.0)

1,147

4,032
(22.8)

11,396
(64.5)

17,657
(100.0)

834

(100.0)

0

(72.1)

1,156

(0.0) (100.0)

0

(72.1) (0.0)

834

(0.0) (100.0)

0ヶ所

0ヶ所

0ヶ所

(0.0) (100.0)

1,156

0 1,147

0ヶ所

15,923 5,683

0 37,200

(42.8)

37,200
(100.0) (0.0) (100.0)

(15.3)

27,814
(74.8)
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（表13：地域地区別市町村別面積総括表）

特保 第１種 第２種 第３種 小計

福島県 南会津町 20 223 1,130 0 1,373 0 1,373

檜枝岐村 2,783 3,716 9,184 184 15,867 0 15,867

2,803 3,939 10,314 184 17,240 0 17,240

栃 木 県 0 404 743 0 1,147 0 1,147

群 馬 県 利 根 郡 片 品 村 6,261 1,865 4,032 5,499 17,657 0 17,657

新 潟 県 322 0 834 0 1,156 0 1,156

9,386 6,208 15,923 5,683 37,200 0 37,200

（参考：地域地区別市町村別面積構成比）

特保 第１種 第２種 第３種 小計

南会津町 0.2% 3.6% 7.1% 0.0% 3.7% - 3.7%

檜枝岐村 29.7% 59.9% 57.7% 3.2% 42.7% - 42.7%

29.9% 63.5% 64.8% 3.2% 46.3% - 46.3%

栃 木 県 0.0% 6.5% 4.7% 0.0% 3.1% - 3.1%

群 馬 県 利 根 郡 片 品 村 66.7% 30.0% 25.3% 96.8% 47.5% - 47.5%

新 潟 県 3.4% 0.0% 5.2% 0.0% 3.1% - 3.1%

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% - 100.0%

合計
（陸域）

地域地区

市町村名

特別地域 普通地域
（陸域）

合計
（陸域）市町村名

（単位：ha）

南会津郡

魚 沼 市

日 光 市

普通地域
（陸域）

特別地域

合　　計

小　計

小　計

福 島 県 南会津郡

日 光 市

魚 沼 市

地域地区

合　　計
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３　施設計画

(1) 保護施設計画

保護施設を次のとおりとする。

（表14：保護施設表）

番号

1 植生復元施設

2 植生復元施設

3 植生復元施設

4 植生復元施設

5 植生復元施設

6 植生復元施設

7 植生復元施設

(2) 利用施設計画

ア　集団施設地区

集団施設地区を次のとおりとする。

（表15：集団施設地区表）

番号 名称 計画目標

2 尾瀬沼

　本地区は、尾瀬沼の畔に位置する利用拠点である。宿
泊施設として長蔵小屋及び尾瀬沼ヒュッテが整備されて
いるほか、公園利用者に尾瀬地域の情報を提供する博物
展示施設が整備され、本公園の探勝とともに一体的な利
用がなされている。
　このような地域の特性を踏まえ、次の点を計画目標と
して適切な整備を行うものとする。
①本公園を代表する利用拠点として、尾瀬の自然に関す
る情報発信の場と位置付け、拠点機能の充実を図る。
②本公園の利用を適切に推進するとともに、自然とのふ
れあいを深めるための教化の場と位置付け、発信する情
報の充実を図る。

1 御池

　本地区は、マイカーの乗入れが規制されている県道沼
田・檜枝岐線の基点に位置する利用拠点である。宿泊施
設である御池ロッジ及び駐車場が整備されており、福島
県側からの尾瀬へのアクセスの拠点として重要な箇所で
あるほか、周辺の御池田代、橅平等の興味地点の探勝の
拠点としても利用されている。
　このような地域の特性を踏まえ、本公園福島県側から
の利用拠点としての機能の充実を図ることを計画目標と
し、適切な整備を行うものとする。

位　　置

群馬県利根郡片品村（アヤメ平）

3 山ノ鼻

　本地区は、尾瀬ヶ原の西側に位置する利用拠点であ
る。尾瀬において入山者を最も多く迎える鳩待峠から尾
瀬ヶ原にアクセスする際の重要な拠点であることから、
公園利用者に尾瀬地域の情報を提供する博物展示施設、
宿舎及び野営場が整備されている。また、周辺には興味
地点として植物研究見本園も整備されている。
  このような地域の特性を踏まえ、本公園を代表する利
用拠点としての機能の充実を図ることを計画目標とし、
適切な整備を行うものとする。

種　類

福島県南会津郡南会津町（田代山）

福島県南会津郡檜枝岐村（尾瀬沼）

群馬県利根郡片品村（至仏山）

福島県南会津郡檜
枝岐村内国有林会
津森林管理署南会
津支署1062林班の

一部

福島県南会津郡檜
枝岐村字燧ヶ岳の

一部

群馬県利根郡片品
村大字戸倉の一部

福島県南会津郡檜枝岐村及び群馬県利根郡片品村（尾瀬ヶ原）

福島県南会津郡檜枝岐村（駒ヶ岳）

福島県南会津郡檜枝岐村（燧ヶ岳）

区域
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整備計画区
及び基盤施設

整備方針

国 公 私

31.3 － －

国 公 私

5.9 － －

国 公 私

－ － 4.9面　積　計

4.9

5.9

面　積　計

4.9山ノ鼻整備計画区

　主に尾瀬ヶ原を探索する公園利用者に対し、尾瀬
の自然に関する情報を提供できる場とすることを整
備の基本方針とする。
　本公園の主要な利用拠点の一つであるとの観点か
ら、優れた自然の中で長時間滞在に対応できるよ
う、博物展示施設等の充実及び発信する情報の充実
を図る。

整備方針

アヤメ平の歩道沿いの植生の荒廃の防止及び湿原植物の復元を図る。

尾瀬沼の歩道沿いの植生の荒廃の防止及び湿原植物の復元を図る。

尾瀬ヶ原の歩道沿いの植生の荒廃の防止及び湿原植物の復元を図る。

至仏山の歩道沿いの植生の荒廃の防止及び高山植物の復元を図る。

田代山の歩道沿いの植生の荒廃の防止及び高山植物の復元を図る。

会津駒ヶ岳から中門岳の歩道沿いの植生の荒廃の防止及び高山植物の復元を図る。

燧ヶ岳の歩道沿いの植生の荒廃の防止及び高山植物の復元を図る。

面積（ha）

31.3

5.9

御池整備計画区

　主に福島県側からの入山者に対し、尾瀬の自然を
探勝する上での拠点として整備することを基本方針
とする。
　本公園の主要な利用拠点の一つであるとの観点か
ら、尾瀬核心地へのアクセス及び周辺の優れた自然
探勝のための滞在に対応できるよう、宿舎、休憩所
及び駐車場等の充実を図る。

31.3

尾瀬沼整備計画区

　沼山峠及び大清水からの入山者に対し、尾瀬の自
然に関する情報を提供できる場とするほか、他の登
山口からの入山者の滞在に資することを整備の基本
方針とする。
　本公園の主要な利用拠点の一つであるとの観点か
ら、優れた自然の中で長時間滞在に対応できるよ
う、博物展示施設等の充実及び発信する情報の充実
を図る。
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